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鳥取県地域医療支援センターについて

鳥取県地域医療支援センターは、鳥取県・鳥取大学医学部附属病院が連携し、鳥取県の地域医療の充実・発展のた
めに2013（平成25）年1月に設置されました。私たちは、鳥取県の医師不足解消のために、地域枠などの医師のキャリ
ア形成支援や医師の地域偏在解消に取り組んでいます。専任医師も勤務しており、皆さまのご相談などを伺っています。

鳥取県の医療・
奨学金制度に関すること

医師のキャリア形成・
相談に関すること

〒680-8570 鳥取県鳥取市東町1丁目220
TEL 0857-26-7195   FAX 0857-21-3048

鳥取県福祉保健部 健康医療局 医療政策課

〒683-8504 鳥取県米子市西町36-1
TEL 0859-38-7005   FAX 0859-38-7006

鳥取大学医学部附属病院 鳥取県地域医療支援センター
ご相談や

お問い合わせは
こちらまで

広報誌名
『DOCトリ！』の由来

「DOCTOR」と「鳥取県」
を合わせた造語です。
医師の皆さんに、鳥取県
で活躍してほしいという
願いが込められています。

とっとりドクター Naviの配信を始めました
鳥取県の地域医療に関心をお持ちの全国の高校生・医学生・研修医の皆
さまに向けて県内の医療情報や勤務に関する情報、医師としてのスキルアッ
プに役立つ情報をメールでお届けします。どなたでもご登録いただけます。

https://www.pref.tottori.lg.jp/273080.htm
登録申込フォーム
とっとりドクターNavi

鳥取県地域医療支援センターからのお知らせ

わたしのまちの
DOCトリ！

特
集 

1

大山町国民健康保険名和診療所 所長

先生山田 まどか
2020年度から新制度スタート

教えて！！ 臨床研修制度
特
集 

2

ご登録
いただいた方には、
『DOCトリ！』を
毎号お届けします！

とっとりドクター Navi登録者の皆さまにおかれまして、勤務先の変更や
転居により送付先住所に変更がございましたら、お手数ですが鳥取県
地域医療支援センター（本ページ末尾）までご連絡をお願いいたします。
なお、ご登録情報の変更については、鳥取県医療政策課ホームページ
の登録申込フォームでも承っております。

「とっとりドクターNavi」ご登録住所の確認について

2020年度から
鳥取県医師養成確保
奨学金制度が一部変更

NEWS

1

https://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=171361

各奨学金制度の詳細はこちらから！

医学生スプリングセミナー
in鳥取2020を開催！

NEWS

2

鳥取県の地域医療を体験してみませんか？

https://www.pref.tottori.lg.jp/238708.htm

応募方法等の詳細はこちらから！

　鳥取県では、県内外の大学の医学生を対象に、県
内の地域医療の現場に触れて、地域医療への関心を
高めていただくため、医学生スプリングセミナーを開
催します。
　県内の様々な特色のある医療機関で、地域の医療
現場を体験できる貴重な機会です。多くの皆さまのご
参加をお待ちしています！
　応募方法等の詳細は、鳥取県医療政策課ホーム
ページをご覧ください。
※医学生サマーセミナーも8～9月頃に開催します。

開催日 令和2年2月25日(火)～3月24日(火)
対象施設 県内の医療機関 約40施設

（総合病院、自治体立病院や診療所など）

参加費 無料
（※交通費、宿泊費の助成あり）

【制度の変更について】
2020年度から「鳥取県医師養成確保奨学金」の下記
2制度において、「鳥取県内の病院が管理を行う臨床
研修」を受けることが返還免除要件に追加となります
（2020年度以降に奨学金貸付開始の方が対象）。

　鳥取県では、将来県内医療に携わる医師を養成す
るため、複数の奨学金を創設しています。
　これらの制度では、卒業後、鳥取県内の病院で一
定期間勤務すると、奨学金の返還が全額免除されます。

【奨学生の募集予定について】
「一般貸付枠」については、2020年度も4～5月に募
集を予定しています。募集要項は、全国の大学に配
布するとともに、鳥取県医療政策課ホームページに掲
載しますので、ご覧ください。

● 鳥取大学医学部医学科推薦入試Ⅱ「地域枠」
● 大学医学部医学科在学生対象「一般貸付枠」



西伯郡大山町

広い待合室には畳スペースがあり、
乳幼児も過ごしやすい。

山田医師と共に看護師3名、
放射線技師1名、事務職員2
名が一丸となって“チーム医
療”を展開する。仲が良く、ミー
ティング中も笑顔が絶えない。

「主治医が先生でよかった」
その言葉は何より私の誇り

山田まどか 先生
  やまだ

大山町国民健康保険名和診療所
所長

ま
ず
は
病
気
予
防
対
策
に
着
手

　

中
国
地
方
最
高
峰
・
大
山
の
北

麓
に
広
が
る
大
山
町
は
、
人
口
約
1

万
6
千
人
、
そ
の
豊
か
な
自
然
を
活

用
し
た
農
業
、
畜
産
業
、
観
光
業
に

加
え
、
日
本
海
側
は
漁
業
も
盛
ん
な

地
域
。
御
来
屋
漁
港
で
は
県
下
一
の

水
揚
げ
量
を
誇
る
サ
ザ
エ
を
は
じ

め
、
四
季
を
通
じ
て
様
々
な
旬
魚
が

獲
れ
る
。

　

大
山
町
に
は
診
療
所
が
3
つ
あ

る
。
そ
の
一
つ
が
こ
こ
、「
名
和
診
療

所
」だ
。
内
科
に
加
え
小
児
科
を
標

榜
し
て
お
り
、
2
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
1
0
0
歳
を
超
え
る
高
齢
者

ま
で
が
来
院
す
る
。「
だ
か
ら
気
付

く
と
、
あ
る
ご
家
庭
の
家
族
全
員
を

診
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
る

ん
で
す
よ
」と
笑
う
の
は
、
所
長
を

務
め
る
山
田
ま
ど
か
医
師
。
明
る
い

笑
顔
が
印
象
的
で
、
そ
の
せ
い
か
診

察
室
の
雰
囲
気
も
優
し
い
。

　

果
樹
栽
培
農
家
が
多
い
大
山
町

は
、
果
物
を
よ
く
食
べ
る
た
め
血
糖

値
が
高
く
な
り
が
ち
で
、
糖
尿
病
患

者
と
そ
の
予
備
軍
が
比
較
的
多
い
と

い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
赴
任
し
て
す
ぐ

健
康
対
策
課
長
に「
糖
尿
病
の
人
を

減
ら
し
て
ほ
し
い
」と
依
頼
さ
れ
た
。

「
夏
場
は
農
作
業
が
あ
る
か
ら
ま
だ

い
い
け
ど
、
運
動
し
な
く
な
る
冬
に

ド
ー
ン
と
悪
く
な
る
ん
で
す
」と
山

田
医
師
は
言
う
。

　

そ
し
て
、「
医
療
だ
け
で
は
解
決

し
な
い
」と
考
え
た
山
田
医
師
は
、

住
民
に
意
識
改
革
を
促
す
た
め
適

切
な
栄
養
指
導
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
、
す
ぐ
さ
ま
町
の
栄
養
士
と
の

協
力
体
制
を
構
築
。
2
カ
月
に
1

回
の
意
見
交
換
で
情
報
を
共
有
し
、

一
人
一
人
に
合
っ
た
具
体
的
な
栄
養

指
導
が
行
え
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
患
者
が
ど
の
よ
う
に
改
善
し

た
か
、
経
過
・
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
栄
養
士
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
栄

養
指
導
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

な
い
。
在
宅
医
療
や
看
取
り
に
数
多

く
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
で
、
人
に
は
い

ろ
い
ろ
な
生
き
方
が
あ
り
、
選
択
肢

も
様
々
な
の
だ
と
気
付
い
た
と
い
う
。

町
の
未
来
に
ま
で
心
を
配
る

　

幾
つ
も
の
取
り
組
み
を
始
め
た
の

に
は
理
由
が
あ
る
。「
診
療
所
の
医

師
は
2
〜
3
年
で
異
動
に
な
り
ま
す
。

私
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
患

者
さ
ん
第
一
の
診
療
所
で
あ
っ
て
ほ
し

い
し
、
次
に
赴
任
す
る
医
師
が
働
き

や
す
い
体
制
を
つ
く
っ
て
お
き
た
い
の

で
す
」と
、
地
域
医
療
に
対
す
る
思
い

は
人
一
倍
強
く
、
熱
い
。
し
か
し
、
前

任
の
病
院
と
は
違
い
、
診
療
所
の
医

師
は
自
分
1
人
。
重
責
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
。
そ
れ
で

も「
自
分
に
で
き
る
精
い
っ
ぱ
い
の
医

療
を
提
供
し
た
い
」と
、
目
の
前
の
患

者
に
必
死
に
向
き
合
っ
て
き
た
。

　

名
和
診
療
所
2
年
目
の
今
年
、
患

者
か
ら「
山
田
先
生
、
来
年
異
動
す

る
だ
か
？
」と
よ
く
尋
ね
ら
れ
る
と

い
う
。「
や
っ
と
慣
れ
て
何
で
も
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
、
も
う
ち
ょ
っ

と
先
生
に
診
て
ほ
し
い
。
来
年
も
お
っ

て
く
れ
ん
か
」。
医
師
冥
利
に
尽
き

る
言
葉
に
、
山
田
医
師
は
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
る
。「『
山
田
先
生
に
診

て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
』と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
医
師
に
な
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
の
で
、
す
ご
く
う
れ

し
い
。
異
動
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

ま
す
」と
瞳
を
輝
か
せ
た
。

新
し
い
試
み
を
取
り
入
れ
、

も
う
一
歩
上
の
診
療
所
に

　

山
田
医
師
が
始
め
た
取
り
組
み
は

こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
看
護
師
ら
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
医
師
会
等
が
催
す

勉
強
会
に
一
緒
に
参
加
し
た
り
、
院

内
で
患
者
が
心
肺
停
止
に
な
っ
た
場

合
の
訓
練
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

月
１
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、課
題
・

問
題
点
を
共
有
し
、
医
療
ミ
ス
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
う
が
年
上
で
経

験
も
豊
富
だ
が
、「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

名
和
診
療
所
を
引
っ
張
れ
る
の
は
、

ド
ク
タ
ー
で
あ
る
自
分
し
か
い
な
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
時
に
は
厳
し
い
こ

と
も
言
う
。

　

最
近
は
、
終
末
期
を
含
め
た
今
後

の
医
療
や
介
護
に
つ
い
て
、
患
者
本

人
や
家
族
と
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
う

「
Ａ
Ｃ
Ｐ（A

dvance C
are Plan-

ning

）」の
取
り
組
み
も
始
め
た
。

重
体
や
危
篤
に
な
っ
た
と
き
、
ど
こ

ま
で
の
治
療
や
ケ
ア
を
望
む
か
、
治

療
を
受
け
た
い
場
所
等
を
記
す
独
自

の
ノ
ー
ト
を
作
り
、
必
要
な
場
合
に

記
入
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
高
齢
者

は
、
時
と
し
て〝
人
生
の
最
後
を
ど
う

終
え
る
か
〞を
考
え
な
く
て
は
な
ら

特 集 1

わたしの   　   の

File No.3

まち

1988年  鳥取県米子市生まれ
2013年  自治医科大学医学部 卒業
2013年  鳥取県立中央病院 初期臨床研修医
2015年  南部町国民健康保険西伯病院 内科
2017年  鳥取大学医学部附属病院
　　　   病態情報内科学分野
　　　   （第一内科診療科群） 後期臨床研修医
2018年  大山町国民健康保険名和診療所 所長

【専　門】内科一般／プライマリ・ケア
【資格等】日本内科学会 認定医
　　　　日本医師会 認定産業医
【趣　味】旅行／神社仏閣巡り

ʻs
Prof i le

大山の中腹に鎮座する「大神山
神社」は、私の大好きなパワース
ポット。深緑の木々に包まれた、
重厚感ある権現造りの社はとても
厳かな雰囲気。で
も、毎年8月に開催
される「大山の大
献灯」では色とりど
りの和傘が参道で
ライトアップされ、
艶やかに大変身す
るんですよ。

大山の和傘灯りにウットリ

おおがみやま

小さな診療所は、赴任した医師により診療スタイルや雰囲気がガラリと変わることがある。しかし、芯は
同じであり続けることが町の医療には不可欠だ。未来を見据え、若い医師はその体制づくりに奮闘する。

み

や

く
り

02 0102 01



●
臨
床
研
修
制
度
と
は

　
「
臨
床
研
修
」は
、
医
師
免
許
取

得
後
に
医
師
が
受
け
る
初
期
臨
床

研
修
の
こ
と
で
す
。
2
0
0
4
年
4

月
か
ら
臨
床
研
修
が
必
修
化
さ
れ
た

た
め
、
診
療
に
従
事
し
よ
う
と
す
る

医
師
は
2
年
以
上
、
大
学
病
院
や

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院

（
臨
床
研
修
病
院
）に
お
い
て
臨
床
研

修
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
は
、
医
師
と
し
て
の
人
格
の

涵
養
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
基
本
的

な
診
療
能
力
の
習
得
、
研
修
に
専
念

で
き
る
環
境
の
整
備
等
を
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
修
医
は
、
病
め
る
人
の
尊
厳
を
守

り
、
医
師
と
い
う
職
業
の
重
大
性
を

認
識
し
、
使
命
の
遂
行
に
必
要
な
資

質
・
能
力
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

臨
床
研
修
制
度

2
0
2
0
年
度
か
ら 

新
制
度
ス
タ
ー
ト

特 集 2

臨
床
医
を
目
指
す
医
師
に
は
、
基
本
的
な
診
療
能
力
の
習
得
の
た
め
2
年
以
上「
臨

床
研
修
」を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
で
は
臨
床
研
修

制
度
の
概
要
や
指
定
病
院
、
今
年
4
月
か
ら
始
ま
る
新
制
度
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
！

医学科学生 専攻医 専門医研修医高校生

［2年］［6年］ ［3年以上］ ［生涯学習］

高等学校
3年

専門教育 法に基づく
臨床研修

専門医研修
《基本領域》

専門医研修
《サブスペシャリティ領域》診療参加型

臨床実習
臨床前
医学教育

準備教育

共用試験
 （CBTとOSCE）

臨床研修修了
（2回目医籍登録） 専門医資格取得大学入学 医師国家試験合格

（1回目医籍登録）

鳥取市立病院
治す医療×支える医療
両機能で地域に貢献

鳥取生協病院
中小規模の病院で

研修医に合わせた教育を

鳥取大学医学部附属病院
高度先進医療と広域救急

知識と根拠に基づく医療の実践

米子医療センター
がん・移植医療に強み

国立病院機構の急性期病院

鳥取県立中央病院
専門医療からプライマリ・ケアまで
鳥取県東部の基幹病院

鳥取赤十字病院
common diseaseから救急医療まで

経験できる急性期病院

鳥取県立厚生病院
県中部の中核を担う
地域医療と密接な連携

山陰労災病院
地域医療、救急医療と
勤労者医療を推進

鳥取県内の臨床研修病院

医師としての
基本的価値観

（プロフェッショナリズム）
資質・能力

鳥取県では8つの病院で臨床研修を行っています。
本誌ではvol.2から毎号2病院ずつご紹介していますので、臨床研修病院を決める際の参考にしてください！

ここが変わる！ 臨床研修制度

鳥取県臨床研修指定病院協議会では、県内8病院
について1冊にまとめた鳥取県臨床研修病院ガイ
ドブック『鳥取県の臨床研修』を発行しています。
臨床研修プログラムの目標や特徴、年間研修計画、
日当直回数、待遇等を病院ごとに掲載。指導医や
先輩研修医のコメントも参考になりますよ。

内科／ 6カ月

救急／ 3カ月

地域医療／ 1カ月

選択科目／12カ月程度

外科
麻酔科
小児科
産婦人科
精神科

２科目
選択

内科／ 24週

救急／ 12週
（4週まで麻酔科可）

外科／ 4週

小児科／ 4週

産婦人科／ 4週

精神科／ 4週

地域医療／ 4週

選択科目／48週

一般外来で4週以上の
研修を含む

3科目必修
＋

5科目から2科目
選択必修
＋

選択科目

7科目必修
＋

選択科目

現在 2020年度以降

　改正点は大きく3つ。1つ目は「必修
科目」です。一般的な診療において
頻繁に関わる負傷または疾病に適切に
対応できるよう、これまで3科目だった
必修科目が「7科目」に設定されました。
　また、多くの疾病管理が入院医療か
ら外来医療に移行しつつあること、地
域包括ケアなど医療提供体制の変化、
診断がついていない患者さんの臨床推
論を的確に行う能力の重要性から、
「一般外来における研修」も必修化さ
れました。
　2つ目は、より柔軟に臨床研修できる
よう研修期間が月単位から「週単位」
に変更された点です。
　そして3つ目は「地域医療の研修先」。
へき地・離島の医療機関、200床未満
の病院または診療所に対象範囲が狭
められました。これは、患者さんの日常
生活や居住地域の特性に即した医療
を理解し実践するという目的を達成す
るためです。
　現代の医療ニーズに沿った改正であ
ることを十分に理解し、充実した臨床
研修を行ってください。

改正のPOINT

教えて!!

「民間医局レジナビフェア2019大阪」に出展しました！

鳥取県地域医療支援センターでは、鳥取県臨床研修指定病
院協議会と連携し、2019年7月7日にインテックス大阪で開催
された「民間医局レジナビフェア2019大阪」に出展しました。
県内の臨床研修病院が参加しており、一度に複数の病院と
面談できるとあって当日は、50名を超える医学生が訪れ、
指導医や研修医、担当者と熱心に話し合っていました。

必修科目の
追加

POINT❶

地域医療の
重点化

POINT❸

月単位
↓

週単位

POINT❷

各臨床研修病院の特徴は
ガイドブックでCheck ！

ガイドブックは
協議会HPからも
見られます！

http://www.tori-rinsyou.jp/ ➡

1社会的使命と公衆衛生へ
の寄与
2利他的な態度
3人間性の尊重
4自らを高める姿勢

基本的
診療業務

コンサルテーションや医療連
携が可能な状況下で、以下
の各領域において、単独で
診療ができる。

1一般外来診療
2病棟診療
3初期救急対応
4地域医療

1医学・医療における倫理性
2医学知識と問題対応能力
3診療技能と患者ケア
4コミュニケーション能力
5チーム医療の実践
6医療の質と安全管理
7社会における医療の実践
8科学的探究
9生涯にわたって共に学ぶ
姿勢

臨  床  研  修  の  到  達  目  標

A B C
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鳥
取
県
立
厚
生
病
院
は
、一
般
病

床
3
0
0
床
、
感
染
病
床
4
床
を

有
す
る
公
立
自
治
体
病
院
で
す
。

鳥
取
県
中
部
地
区（
二
次
医
療
圏
）

の
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、

第
一
種
感
染
症
指
定
病
院
、
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を
担
う

一
方
、
地
域
医
療
施
設
と
密
接
に

連
携
し
、
地
域
医
療
支
援
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
で
は
提
供
す
る
こ
と
が

難
し
い
が
ん
治
療
や
循
環
器
疾
患
、

脳
血
管
障
害
、
小
児
周
産
期
医
療
等

の
高
度
医
療
や
救
急
医
療
を
最
優

先
に
機
能
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
医
療
連
携
室
を
通
じ
て
地
域

の
医
療
機
関
と
の
病
診
連
携
や
患

者
・
家
族
の
相
談
支
援
を
積
極
的
に

行
い
、
中
部
地
域
内
で
完
結
で
き
る

医
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

臨床研修病院●
幅
広
い
疾
患
と
豊
富
な
症
例
数

　

鳥
取
県
中
部
地
域
住
民
の
救
急

（
特
に
二
次
救
急
）の
約
7
割
が

来
院
す
る
た
め
、
小
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
疾
患
症

例
を
診
る
機
会
が
あ
る
。

●
研
修
医
ご
と
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

　

3
年
目
以
降
の
将
来
設
計
を
考

え
て
い
る
研
修
医
に
有
意
義
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。
希
望
を

最
大
限
取
り
入
れ
、
各
医
療
ス
キ

ル
向
上
の
機
会
を
設
け
る
。

●
多
数
の
指
導
医
が
サ
ポ
ー
ト

　

各
年
代
層
の
指
導
医
が
直
接
指

導
。
ま
た
、
診
療
科
の
垣
根
を
越

え
て
気
軽
に
教
え
て
も
ら
え
る
よ

う
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

●
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

　

院
内
保
育
所
が
利
用
で
き
、
育
児

を
し
な
が
ら
研
修
が
可
能
。
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
と
の
チ
ー
ム
医
療
が
充

実
し
て
お
り
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

交
流
も
盛
ん
。

県
中
部
全
域
の
急
性
期
・
救
急
医
療
を
担
い
、

質
の
高
い
医
療
で
地
域
住
民
の
健
康
を
支
え
ま
す
。

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴

病
院
の
特
徴

病院の全職員が研修医の味方です。
好環境を活用して成長を。

指導医に聞きました！

東部中部西部

鳥取県立中央病院

鳥取赤十字病院

鳥取県立厚生病院鳥取大学医学部
附属病院

山陰労災病院

鳥取市立病院

鳥取生協病院

米子医療センター

東部エリア中部エリア西部エリア

鳥
取
県
立
厚
生
病
院

中部
エリア

鳥取県内に全8病院!

臨床医に義務付けられている2年間の臨床研修。鳥取県
内では8つの指定病院で研修を行っています。
その病院を毎号2つずつピックアップ！ 自分に合った病院
を探す参考にしてください。

鳥取県で医師になろう!

中部エリアの中核病院だからこそ
広く深く学ぶことができます。

初期研修医に聞きました！

鳥取大学出身

藤井　雄基 先生
ふじい ゆうき
研修医1年目

脳神経外科

紙谷 秀規 先生
かみたに ひでき

副院長、脳神経外科部長
臨床研修・教育センター長

病床数

医師数

指導医数

研修医数

入院患者数

外来患者数

304床（うち感染症4床）

51名

35名

1年次：2名、2年次：3名

1日平均247.5名（R1.9）

1日平均489.8名（R1.9）

鳥取県立厚生病院 臨床研修・教育センター

〒682-0804 鳥取県倉吉市東昭和町150

TEL.0858-22-8181　FAX.0858-22-1350

kouseikensyu@pref.tottori.lg.jp

https://www.pref.tottori.lg.jp/kouseibyouin/

病院データ
●
鳥
取
県
中
部
全
地
域
と
岡
山
県

北
部
一
部
の
急
性
期
・
救
急
医
療
、

さ
ら
に
は
小
児
・
周
産
期
医
療
の

中
核
を
担
っ
て
い
る
。

●
循
環
器
疾
患
、
脳
血
管
障
害
の

急
性
期
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

●
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て

集
学
的
が
ん
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

●
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
地

域
医
療
機
関
と
の
濃
厚
な
医
療

連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

●
多
職
種
垣
根
の
な
い「
チ
ー
ム
医

療
」を
展
開
し
て
い
る
。

担 当 部 署

所 在 地

TEL･FAX

E - m a i l

WEBサイト

お 問 い 合 わ せ ／ 応 募 連 絡 先

　鳥取県立厚生病院は研修
するための症例にあふれてお
り、研修指導医や上級医は懇
切丁寧な指導を心がけていま
すので、研修医の皆さんが医
療スキルを高められる環境が
十分に整っています。医師以
外の病院職員も温かく迎え入
れてくれますし、研修医専用の部屋も用意されています。
　病院内では誰に何を聞いても教えてもらえます。です
から、2年間の研修後は臨床医としての実力と自信がつく
はずです。しばらくするとまた「ここで働きたい」と懐かしさ
を感じる病院です。

　当院は、急性期からcom-
mon diseaseまで幅広い患者
さんを診ることができます。病
床数304床に対して研修医が
5～6名であるため、中心静脈
穿刺や腰椎穿刺、胸腔ドレ
ナージなどの手技も数多く経
験することができます。また診
療科の垣根が低く、どの先生も親切に指導してくださる
ので、ありがたいですね。
　当直は準夜帯（17時～24時）のみで、翌日の仕事に
支障が出ないよう配慮されているのも魅力の一つです。
ぜひ一度見学に来てください。

研修スケジュール例

1年次

2年次

4月年次 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

内科
24週

救急・麻酔科
12週

外科
4～12週

一般外来
4週

小児科
4週

産婦人科
4週

精神科
4週

自由選択科目
36週

地域医療
4週

上記を基本にプログラムローテーションは相談の上決めます。2年次ローテーションを1年次に前倒しで行う場合もあります。
 　 精 神 科 → 倉吉病院、鳥取大学医学部附属病院
 　 地域医療 → 藤井政雄記念病院、三朝温泉病院、倉吉・米子保健所
 　 各診療科 → 鳥取大学医学部附属病院、野島病院

協力病院
協力施設
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「
治
す
医
療
」と「
支
え
る
医
療
・
介
護
」

両
機
能
を
兼
ね
備
え
た
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
で
す
。

●
指
導
医
・
上
級
医
の
複
数
に
よ

る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
以
上
の
指
導

を
は
じ
め
、
看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
・
事
務
職
員
等
と
も
連
携

し
、
研
修
医
を
全
力
で
指
導
・

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

●
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
か
ら
専
門

医
療
ま
で
幅
広
い
研
修
が
可
能
。

ま
た
、
県
東
部
地
区
に
お
け
る

救
急
車
受
入
件
数
が
多
く
、
初

期
対
応
・
診
断
・
適
切
な
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
幅
広
い
知
識
や

技
術
が
身
に
付
く
。

●
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
地
域
に
根
差
し
た
医
療

を
実
践
す
る
力
が
身
に
付
く
。

●
必
修
7
科
目
の
ほ
か
、
当
院
独

自
必
修
と
し
て
麻
酔
科
、
整
形

外
科
を
研
修
す
る
。
ま
た
、
岡

山
大
学
病
院
救
命
救
急
科
で
救

急
部
門
研
修
を
行
う
。

●
当
院
で
経
験
で
き
な
い
診
療
科

や
疾
患
は
、
鳥
大
病
院
・
東
部
3

病
院
等
の
協
力
型
病
院
で
研
修
。

　鳥取市立病院では、急性
期から回復期も含めたプライ
マリ・ケア研修に興味のある
研修医を求めています。年間
救急搬送者数は約3,000件
あり、初期対応から治療まで
の過程を経験することができ
ます。また、地域包括ケア病棟
では生活支援の取り組みも経験できます。
　各科ローテート時には指導医と研修目標のすり合わせ
を行い、形成評価を設け、目標を達成できるようサポート。
社会の変化に沿った対応のできる人財育成を目的に、院
内外の教育資源を活用して独り立ちを支援しています。

プライマリ・ケアから専門医療まで
手厚い指導で独り立ちを後押し。

指導医に聞きました！

　当院の臨床研修は、麻酔
科、総合診療科から始まるた
め、救急手技や診療技術を早
期から学ぶことができ、スムー
ズに研修をスタートすることが
できました。各診療科の垣根
が非常に低く、いつでも上級
医に質問や相談をすることが
できるので、とても学びやすい環境だと思います。
　救急研修は、その多くが一次～二次救急であるため、研
修医が主体となって対応することができ、救急医療に必要
な考える力を身に付けることができます。中規模研修病院
らしい柔軟な研修内容により充実した日 を々送っています。

柔軟かつ研修医主体の内容により
スムーズに力が付きます。

初期研修医に聞きました！

岡山大学出身

中村 悠大 先生

研修医2年目
なかむら ゆうだい

鳥
取
市
立
病
院

東部
エリア

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴

　

当
院
は
、
鳥
取
県
東
部
地
域
に

密
着
し
た
中
核
的
病
院
で
す
。
急

性
期
は
二
次
救
急
医
療
に
重
点
を

置
き
、
救
急
受
入
の「
治
す
医
療
」

か
ら
、地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
・
退
院
・

在
宅
医
療
・
後
方
支
援
へ
と
い
っ

た「
支
え
る
医
療
・
介
護
」の
双
方

の
機
能
を
持
つ「
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス

病
院
」と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
行
政
と
連
携
し
て
、

医
療
福
祉
の
強
化
推
進
と
地
域
に

お
け
る
役
割
分
担
を
意
識
し
た
医

療
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
告
示
病
院
、
地
域
医
療

支
援
病
院
、
在
宅
療
養
後
方
支
援

病
院
、へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
、
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
準
じ
る

病
院
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
加

え
て
周
産
期
医
療
に
つ
い
て
も
持

続
的
に
診
療
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

病
院
の
特
徴

●
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
開
設
し
、

多
職
種
専
門
チ
ー
ム
の
介
入
に
よ

り
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、さ
ら

に
在
宅
療
養
に
向
け
た
切
れ
目
の

な
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
と
し
て

も
地
域
と
密
接
に
連
携
し
て
い
る
。

●
鳥
取
市
の
寄
附
講
座「
災
害
医
療

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
講
座
」に
よ
り
、

岡
山
大
学
病
院
救
急
部
門
と
連

携
し
て
い
る
。

●
市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
南
は
八
頭

郡
、
東
は
兵
庫
県
北
部
ま
で
の

医
療
機
関
と
診
療
連
携
を
行
っ

て
い
る
。

病床数

医師数

指導医数

研修医数

入院患者数

外来患者数

340床（うち一般340床）

61名

32名

1年次：0名、2年次：4名

1日平均243名（R1.9）

1日平均457名（R1.9）

鳥取市立病院 教育研修センター

〒680-8501 鳥取県鳥取市的場1丁目1番地

TEL.0857-37-1522㈹　FAX.0857-37-1553

ken_dr@hospital.tottori.tottori.jp

https://hospital.tottori.tottori.jp/

病院データ
担 当 部 署

所 在 地

TEL･FAX

E - m a i l

WEBサイト

お 問 い 合 わ せ ／ 応 募 連 絡 先
鳥取県で初期臨床研修をしませんか

鳥取県は県と県内臨床研修病院が協議会を立ち上げ、
研修医のための様々な取り組みを行っています。

鳥取県福祉保健部 健康医療局 医療政策課 医療人材確保室
〒680-8570 鳥取県鳥取市東町1-220　TEL.0857-26-7195　FAX.0857-21-3048　E-mail  ishikakuho@pref.tottori.lg.jp 鳥取県　臨床研修お問い合わせ

臨床研修病院見学
旅費の助成

研修医交流会
の開催

臨床研修セミナー
の開催

主な
事業

詳しくは
WEBで！

研修スケジュール例

1年次

2年次

内科
28週

呼吸器・血液、消化器、腎・代謝・内分泌、循環器等

必修分野の研修を終えた後、将来専門としたい科の研修
（鳥取大学医学部附属病院研修を含む）

24週

麻酔科
12週

※救急部門4週含む

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

地域
医療
4週

産婦
人科
4週

精神科
4週

整形外科
8週

救急部門
（岡山大学病院）

8週

外科
8週

小児科
4週

総合診療、プライマリ・ケア

懸樋 英一 先生
かけひ えいいち

診療部長
教育研修センター部長

※研修医1年目の4月に、社会人としての基本的な知識やルールを学ぶため約10日間オリエンテーションを実施します。
※一般外来研修：内科、小児科および地域医療研修中の並行研修により実施します。
※必修7科目のほか、当院独自必修科の麻酔科、整形外科および岡山大学病院救命救急科で救急部門（各8週間）を必修研修としています。また、選択科目は鳥取大学
医学部附属病院4週間（必修）、協力型病院でも研修可能です。

08 07



「これから“DOCトリ！”になるぞ」と頑張っている先輩たちに、これまでの歩みや現在の様子を聞いちゃいました！

季節の花々に
よる美の競演

！

園内どこも“映
えスポット”

　

私
は
、
地
域
枠
で
な
く
一
般
枠

と
し
て
鳥
大
医
学
部
に
入
学
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
地
元

の
医
療
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思

い
を
抱
い
て
お
り
、「
将
来
は
鳥
取

県
で
働
こ
う
」と
考
え
て
い
た
の

で
、
入
学
後
に
一
般
貸
付
枠
の
奨

学
生
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
卒

業
後
は
鳥
大
病
院
で
の
初
期
臨

床
研
修
を
経
て
、
鳥
大
病
院
の
第

二
内
科
に
入
局
。
幅
広
い
疾
患
を

診
断
か
ら
治
療
ま
で
担
え
る
消
化

器
内
科
領
域
に
興
味
を
持
ち
、
現

在
は
山
陰
労
災
病
院
で
消
化
器

内
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

消
化
器
に
限
ら
ず
、
内
科
領
域

の
そ
の
他
の
疾
患
を
担
当
す
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が

入
院
す
る
際
に
は
、
患
者
さ
ん
が

退
院
し
て
地
域
に
戻
る
上
で
保

健
・
福
祉
と
の
連
携
が
と
て
も

重
要
で
あ
り
、
医
学
知
識
だ
け

で
は
通
用
し
な
い
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

何
事
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、

日
々
の
業
務
を
こ
な
す
だ
け
で
精

い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
す
が
、
充
実
感

を
持
っ
て
診
療
し
て
い
ま
す
。

1992年　鳥取県八頭町生まれ
2017年　鳥取大学医学部医学科 卒業
2017年　鳥取大学医学部附属病院　
　　　　 初期臨床研修医
2019年　山陰労災病院 消化器内科

木原 琢也 先生

知
識
の
幅
を
広
げ
、
故
郷
の
医
療
に
貢
献
し
た
い

　

私
が
鳥
取
県
立
中
央
病
院
で

初
期
臨
床
研
修
を
し
た
い
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
、
熱
心
に
指
導
し

て
く
だ
さ
る
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
症
例
に
つ
い
て
相
談
し

た
り
情
報
共
有
し
た
り
す
る
当
時

の
研
修
医
の
先
生
方
の
姿
を
追
い

か
け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、一
次
救
急
か
ら
三
次
救
急

ま
で
幅
広
く
診
療
で
き
る
こ
と
も

魅
力
に
感
じ
ま
し
た
。

　

実
際
に
今
の
研
修

で
は
、
指
導
医
の
下
、

検
査
や
治
療
の
方
針

な
ど
を
主
体
的
に
考

え
な
が
ら
内
科
や
外

科
な
ど
を
ロ
ー
テ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
指
導
医

だ
け
で
な
く
、
分
か
ら

な
い
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

を
ほ
か
の
研
修
医
や
他
職
種
の

方
々
と
相
談
し
や
す
い
環
境
に
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
特
に
同
じ
研

修
医
と
の
昼
休
憩
中
の
た
わ
い

も
な
い
会
話
か
ら
気
付
か
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
毎
日
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
日
々
成
長

し
な
が
ら
医
師
と
し
て
過
ご
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 1992年　兵庫県神戸市生まれ

2019年　鳥取大学医学部医学科 卒業
2019年　鳥取県立中央病院
　　　　 初期臨床研修医

永澤　萌 先生

鳥取県立中央病院
初期臨床研修1年目

仲
間
の
言
葉
か
ら
気
付
き
を
も
ら
い
つ
つ
成
長
中
！

　雄壮な大山を借景に、一年中美しい花が咲き誇る日
本最大級のフラワーパーク。庭園をぐるりと取り囲む1km
の「展望回廊」は屋根付きで、雨天も傘なしで花園を見
渡すことができます。また、中央にある直径50mの巨大な
ガラス温室「フラワードーム」は、熱帯・亜熱帯の植物、
華麗な洋ランなどに彩られた別世界！
　春が待ち遠しいこのシー
ズンは、2/29～3/29「パン
ジー・ビオラ展」、3/14～
31「らんまつり」などが開催
されます。花たちの競演は
見応え満点、自然と心がウ
キウキしちゃいますよ♪

ここでしか食べら
れない！

倉吉発の郷土料
理「餅しゃぶ」

　厚さ3mmの四角い餅をダシにくぐらせ軽くしゃぶしゃ
ぶすれば、あっという間にトロ～リ。上品なカツオダシを
たっぷり含んだお餅は舌に溶け込むような美味しさで、
のどごしもツルリ。一度食べればクセになる「餅しゃぶ」は、
倉吉で100年以上餅屋を営む清水庵の名物メニューです。
　お餅は全部で12種類。ニンジン・シイタケ・ヨモギ・
カボチャ・ゴマ・ユズ・トチ・唐辛子等の素材が練り込ま
れており、いろんな味が楽
しめるんですよ。野菜に
巻いて食べても美味。明
治時代の古い町屋を改築
した店舗で、和情緒に浸
りつつ頂いてみて。

町屋 清水庵

とっとり花回廊

     倉吉市堺町1丁目876
     0120-418-483（フリーダイヤル）
     0858-22-4759
     11：00～14：00
     17：00～21：00（LO20：00）
     火曜日
     あり（無料）
     JR倉吉駅から車で約10分

遊
@ Western

食
@ Middle

素材の良さが光る
鳥取の地酒＆美食

趣味は特にない僕ですが、週末には鳥取の美味しい食材をつまみながら地酒を嗜ん
でいます。自然豊かな鳥取は水がきれいだし、良質な米ができるんです。そういった
素材からつくられる鳥取の日本酒はそれぞれ特徴的で、飲み比べるのが楽しいです。

休日はマイカーで
鳥取の名所めぐり

大学卒業後に自分の車を持ちました。運転の練習をかねて、天気のいい休みの日に
はドライブに出かけることがあります。自分で運転して初めて国府町の「雨滝」に行っ
たときは、清浄な滝の美しさや迫力ある音、周囲の緑にとても癒されました。

若手医師REPORT

▲餅しゃぶスペシャル 1,650円

きはら　　 たくや

えいざわ もえ

山陰労災病院
消化器内科

地元の魅力を知り尽くす謎の編集部員「SR」が、観光地とグルメを毎号1カ所
ずつご紹介します。せっかくの鳥取LIFE、楽しまなきゃ損ですよ！

1度は行くべし！

Enjoy To
ttori lif

e!

     西伯郡南部町鶴田110　　　0859-48-3030
     【4～11月】9：00～17：00（夜間営業日は～21：00）
     【12～1月中旬】13：00～21：00
     【1月中旬～3月】9：00～16：30 ※最終入園は閉園の30分前
     無休（7～8月・12～3月は火曜日 ※一部開園日あり）
     【4～11月】大人1,000円、小・中学生500円
     【12～3月／夜間（17：00以降入園）】大人700円、小中学生350円
     あり（無料）
     JR米子駅から車で約25分／米子道溝口ICから車で約10分

営

※営業時間・休園日はWEBサイトのイベントカレンダーをご確認ください。

せ い す い あ ん

カラフルなお餅は

十二単のよう！
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